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技術概要

従来のデータセンタは、多くのコンピュータを接続した大規模な設備が必要であり、 　　　　　　　　① コン
ピュータだけでなく空調が整ったマシン室等の大規模な設備や電力が必要で、場所の確保や大規模な
設備投資が必要である。
② 設備の規模や電力供給等の関係から地方に立地されるケースが多く通信遅延が発生する。などの問
題がある。

駐車等で休眠中の電気自動車をネットワーク化することで超分散コンピュータシステム（データ計算資
源）として捉え、広域分散型のクラウド型データセンタとして活用できる。 具体的には、自動運転等に必
要な電気自動車上の認識処理アクセラレータを、データ解析処理アクセラレータ（運転モードからデータ
センタモード）に再構成することで実現する。

・大規模な設備のための場所の確保や設備投資が不要
・安価で、素早くアクセスできる、分散型のデータセンタ化が可能
・計算性能を維持しつつ、計算量に対応した電力の最適使用効率が可能

・大規模なデータセンターがない離島などの遠隔地や過疎地域でのデータ計算用インフラ
・災害等で既存の“集中型”データデンタの補助バックアップシステム

企業へのメッセージ

実用化にご協力頂ける企業様を探しています。


